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 練馬の冬の風物詩 

今年も鬼がやってきた！ 
 ～子ども達も鬼退治に挑戦！～ 

と き ２月３日(金) 午前11時30分 

と こ ろ 光が丘なかよし児童館（光が丘2-9-6） 

 ３日、光が丘なかよし児童館の乳幼児事業に赤鬼と青鬼

が登場し、約70人の来館者が新聞紙で作った豆を投げ、

鬼退治をしました。 

鬼は児童館内以外にも、地域の保育園・幼稚園・学童ク

ラブ・高齢者センターなどを自転車で回り、地域住民の注

目を浴びていました。 

これは、現代の子どもたちに季節の伝統行事を楽しんで

もらおうと、児童館職員の発案で始まり、長年続く同館の

人気行事。どてら姿の鬼は、秋田県の「なまはげ」を連想

させ、年季の入ったお面が迫力を増大させています。今年

は、光が丘だけでなく南田中地域にも出張し、練馬の冬の

風物詩として多くの人と交流しました。 

鬼の登場に驚いて泣き出した２歳の男の子の保護者は、

「家ではこんなに凝った鬼の演出はできないので、貴重な

体験ができました。臨場感があってよかったです。」と話

していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【イベント概要】 

日時：２月３日（金）オープニング 午前１１時３０分 

       エンディング 午後５時１０分頃 

場所：光が丘なかよし児童館（練馬区光が丘２-９-６） 

   光が丘地域の保育園・幼稚園・学童クラブ 

高齢者センター 

対象：乳幼児と保護者・小学生・高齢者 

内容：鬼に新聞紙で作った豆を投げ、退治する。  

 

               

            

【問い合わせ】光が丘なかよし児童館 ☎０３－５９９７－７７２０ 

 

▲鬼に新聞紙の豆を投げる子ども達 

▲鬼に驚いて泣き出す子ども 

▲町中で鬼と記念撮影 


